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I． はじめに






成 (Air space composition) 及び床面の活用をみる平面構成 (Floor space composi-
ti on) について考察し，隊形移動を含めた団体演技の構成について考察した。
第 9回大会 (S.54)の団体は，単一手具（輪Cerceau仏）であった。 第 8回大会 (S.52)
















1. 空間利用（空間構成 Air space composition) 
手具が空中で使用されている場合を，手具交換と個人での投げとに分類し，各々の利用回数
を計測した。手具交換においては，交換の大きさ（高さと幅）と隊形との関連を考慮した。











回 数 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回
開催年度 1963年 1965年 1967年 1969年 1971年
開催 地
ブダベスト プ ラ ノハ、 コペンハーゲン ノ‘ゞ Iレ ナ ，、 ノ~ ヽゞ ナ
（ハンガリー） （チェコスロ沖ア） （デンマーク） （ブルガリア） （キューバ）
団 体 ／ ／ 輪 ボール 輪とボール
輪 輪 輪 輪 輪
個 人
徒 手 徒 手 な わ な わ な わ
徒 手 ボール 布
徒 手 ボール
回 数 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 ， 回 第 10 回
開催年度 1973年 1975年 1977年 1979年 1981年予定
開催地
ロッテルダム マドリットゞ バーゼル ロ ン／ ドソ
（オランダ） （スペイン） （スイス） （イギリス）
団 体 な わ ボールとなわ こん棒 輪 布とボール
輪 輪 輪 な わ 輪
個 人
布 布 な わ 布 な わ
ボール ボール 布 ボール 布
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図 2. 第 9回新体操世界選手権大会スコア
SCORE SHEET 1〔第 1試技〕 GENERAL COMPETITION 
1st i/RT ound s/ 2nd Round 
Jeud hur 
S amed i/ Sat/ S ants tag 
No Country 
Donne rs tag 
TOTAL POS 
Land CoSmcporse itA ion Execution Note A Note B 
Score B Score A Score B 
Note A Note B Note A Note B 
1 Mexico 7.05 6.95 7.15 7.20 28.35 
2 Sweden 8.35 7.45 8.60 8.65 33.05 
3 Czechoslovakia 9.80 9.25 9.90 9.45 38.40 
4 Hungary 9.05 7.90 9.15 8.40 34.50 
5 Australia 8.70 7.80 8.85 7.95 33.30 
6 New Zealand 8.80 8.20 8.90 8.40 34.30 
7 Great Britain 8.60 7.65 8.80 8.40 33.45 
8 Austria 8.60 7.15 8.80 8.10 32.65 ， Brazil 8.35 6.85 8.70 7.35 31.25 
10 Norway 8.95 8.25 9.15 8.50 34.85 
11 Bulgaria 9.65 9.30 9.70 9.50 38.15 
12 Spain 9.40 9.05 9.50 9.25 37.20 
13 U.S.A. 8.65 8.15 8.80 8.15 33.70 
14 Canada 9.50 8.75 9.55 8.85 36.65 
15 Switzer land 8.80 7.60 8.90 7.55 32.85 
16 France 8.85 8.50 8.80 8.35 34.50 
17 Holland 9.40 8.25 9.50 8.40 35.55 
18 u.s.s.R. 9.85 9.35 9.90 9.45 38.55 
19 Italy 9.00 8.85 9.15 9.00 36.00 
20 Japan 9.65 9.45 9.45 9.30 37.85 
21 Poland 
22 Korea 9.60 9.25 9.60 9.15 37.60 
23 Belgium 8.35 7.05 8.60 7.55 31.55 
ENSEMBLE 
GROUP GRUPPE 
SCORESHE四 2 〔第 2試技〕 FINALE
FINAL FINALE 
Dimanche Sunday Sonntag 
Pays Nc/otf e Reporte 
No Country Score A B SUNDAY TOT TOTAL 
Land Note Ubertragt 
20 JAPAN 19.10 9.50 9.60 19.10 38.20 
14 CANADA 19.05 8.70 8.40 17. 10 36.15 
12 SPAIN 18.90 9.45 9.30 18.75 37.65 
11 BULGARIA 19.35 9.80 9.55 19.35 38.70 
22 KOREA 19.20 9.30 9.55 18.85 38.05 
19 ITALY 18.15 9.05 9.15 18.20 36.35 
3 CZECHOSLOVAKIA 19.70 9.60 9.60 19.20 38.90 























COMBINED"A"SCORES FROM 1ST AND 2ND ROUND CARRIED FORWARD 








I 50% Total 50% Total TOTAL POS 
Country Land Round 1 & 2 Final 
18 u.s.s.R. 19.275 19.550 38.825 1 
3 CZECHOSLOVAKIA 19.200 19.450 38.650 2 
11 BULGAREA 19.075 19.350 38.425 3 
20 JAPAN 18.925 19.100 38.025 4 
22 KOREA 18.800 I‘ 19.025 37.325 5 
12 SPAIN 18.600 18.825 37.425 6 
14 CANADA 18.325 18.075 36.400 7 

















































また，図 2の大会成績からわかるように，試合は 3回行われる。第 1試技で日本はソ連につ
いで2位であり，実施点では世界 1位であった。そして，第 1回試技と第 2回試技の合計得点
の上位 8位を獲得したチームが，最終試技を行う権利を持つことになる。
第 2回試技は，再び構成 (10点）実施 (10点）で採点され，第 3回試技は審判が10名で，実
施のみを採点する。そして， Totalの獲得点により，順位が決定するのである。
今回，日本はほとんど失敗もなく，構成，実施共に高い得点が期待されたが， 2回， 3回と
点が押さえられ，最終的には 4位となってしまった。日本チームの演技は 1位のソ連や， 2位
のチェコスロバキアと比較して構成面でどのような違いや特徴，技術価値の相違，また難度構
成の方法かあるのであろう。
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3位日本とブルガリア（ 9.65)である。実施では 1位日本 (9.45)2位ソ連 (9.35)3位ブル
カリア（ 9.30)合計ソ連，日本，チェコスロバキアの順位であった。今回の日本は構成，実施
共に第 8回よりもはるかに良い成績であろうと予想されていた。第 2試技をみると同じ審判が
構成を審判した結果，ソ連は第 1試技と比較して＋ 1.5' 日本一 2.0, ブルガリア十 0.5,チ
ェコスロバキアが＋ 1.0である。実施はソ連十 1.0，日本一 1.5' ブルガリア十 2.0,チェコ














主義国が上位 3位に入賞できたのは，共産国不参加の第 7回スペイン大会を除いて，第 5回キ
ューバ大会のみである。そこで今回は共産主義国で1位のソ連と， 2位のチェコスロバキア，
そして 4位の日本を比較してみることにした。
最初に隊形移動（図 3, 4, 5参照）であるが，ソ連の隊形変化は合計27回，チェコスロバ
キア22回，日本23回で他の国は10回代が多く，この 3ヶ国は非常に多くの隊形変化をしている
ことがわかる。中でもソ連の隊形移動はスピードと変化に富んでいる。ソ連の特徴は 9種類の

















日本は全体のタイムが 2分56秒， 3ヶ国で一番長い。 10秒以内の変化18回， 10秒以上の変化







円形 横隊 横隊 縦隊
（大•
2列中・小） 1列 1列
ソ 連 3回 1 2 
゜チェコ 1回 1 3 2 スロバキア
日 本 1回 2 2 1 
日 本
時間 隊 形
1 22秒 1 列斜め
2 5 その他の隊形
3 4 そ の 他
4 7 2 列縦隊
5 4 . 角 形
6 8 円 形（大）
7 8 2 列斜め
8 6 直線と三角形， 6 2 列斜め
10 2 1 列斜め
11 ， 2 列縦隊
12 8 そ の 他
13 17 そ の 他
14 3 1 列斜め
15 2 1 列縦隊
16 11 そ の 他
17 14 そ の 他
18 3 2 列横隊
19 ， 2 列 ／ノ
20 10 1 列 /I 
21 6 1 列 ／ノ
22 ， 直線と円












2 1 5 3 4 
2 1 2 4 4 















4 2 列斜め， /／ 
5 三角形と直線
19 そ の 他
5 2 列斜め




5 2 列 斜 め




3 ~ 角 形． 
計 2分49秒













1 1 7 23回
チェコスロバキア
時 間 隊 形
9秒 2 列斜め
4 1 列縦隊
7 2 列 /I 
8 2 列 // 




13 1 列 斜 め
2 1 列横隊
2 2 列 // 

































































































































中交換 小交換 小交換 大交換 大と小交換












図 11. 空間利用回数 1人で手具を空間に投げる場合
二 片手によるもの 両手によるもの ノロ 計
ソ 連 15回 0回 15回
チェコスロバキア 10回 6回 16回
日 本 9回 8回 17回
図 12. 床面利用時間
三国名 1 2 3 4 5 6 7 8回 合計タイム
ソ 連 2秒 2 1 4 7 1 3 4 8回 24秒
チェコスロバキア 5 1 2 2 1 ， 4 ／／  7回 24秒
日 本 4 1 13 2 4 3 5 ／／ 7回 32秒












構成でもある。 F.LG. (Federation International Gymnastics)の規則では 4回以上とな







チェコスロバキアは全部で8回（図 9参照）の交換がある。このうち大交換 2回，中交換 5
回で 1回ころがしての交換を使用している。ソ連に比較して大交換が少なく，また受け方投げ








前大会（第 8回世界選手権大会）と比較して， 1人投げが，ソ連は14回（片手10,両手 4)
日本 3回（片手 2,両手 1)であった前回からみると，日本は著しく進歩し高度な技術となっ
て来ていることがわかる。
次に床面利用 (Floor space conposition) については，図12が示すように，ソ連が床
面を利用しているのは 8回で，チェコスロバキアも日本も 7回で同じ回数の床面利用であるが
時間を考えると，ソ連24秒，チェコスロバキア24秒，日本32秒で，日本が最も長く床面を利用







































はこん棒（重さ 150g以上，長さ 40--50 cm) であるのに対し，輪（重さ 300g以上，内径80
団体演技の空間構成と隊形変化に関する一考察（その 2) 41 
~90c加）は大きく，その手具の特性が隊形移動を少なくしているといえよう。隊形の種類で







手具交換の面では，ソ連は 4回から 9回，日本 5回から 9回と数も増し，方法も前より複雑
化されている。これは輪は面を持ち，面の変化も利用でき，こん棒に比べて床面もころがりや
すく，種々な方法でころがすことが可能であるからであろう。
















3. 橋本 道著 「基本体操」，玉川大学出版部。
4. F I G (Federation International Gymnastik) 
「Code of Points」 （新体操競技採点規則）。
5. 高橋衣代「団体演技の空間構成と隊形変化に関する一考察」（その 1)
東京女子体育大学紀要第13号 1978。
